
子育て・子育ち支援をめぐる課題１
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どこに相談すればよいのかわかりにくい

複雑・多様化する課題に縦割り（分野割り）では対応できない

当事者は

支援者は

◆相談のしやすさに加え、相談に繋がっていない子どもの掘り起こしと

継続的支援を実施

◆コンパクトかつスピーディーをモットーに、チーム支援による横断的連携

◆ひきこもりなどの予防に効果を発揮

どんな子ども・若者であっても、その人らしく社会での役割や居場所で
活躍できるよう相談・支援する機関

課題解決の方向性２

どこに相談しても、集約された相談・支援機能につながる仕組み

どんな相談内容であっても、関係する分野が連携できる仕組み

こども総合支援センターのミッション・狙い３

１

２

ミッション

狙 い

想定される こども総合支援センターの機能

ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ

包括的・総合的

こども総合支援センター設置について
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２既存の相談機関との関係イメージ４
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こども総合支援センター

各相談機関は・・・
 各相談機関においてもあらゆるこども相談を受け付ける
 庁外機関とはオンラインによる相談を実施
 継続的対応が必要なケースはこども総合支援センターに報

告・情報共有
 可能な範囲で各相談機関の担当者に兼務発令

 こども相談室を拡充しすべてのこども相談の集約
 保健師、保育士、発達相談員に加え、社会福祉士、公認

心理師、教育指導主事等の専門職を配置し各相談機関
を支援

 課題の関係者らによる（重層的）支援会議
（困難ケースの検討会議）や複数の分野にまたがる
ケースの調整機能

＊センターは箱モノではなく機能＊
機構上はこども未来部に設置

機能上は各相談機関のこども相談を包含

若者支援は、若者サポート
ステーションなどと連携して

実施することを想定

それぞれの役割を果たしつつチームによる支援


